
大阪人権博物館（愛称：リバティおおさか）は、

大阪府や大阪市をはじめ府内の自治体や企業・団体

などの協力を得て、１９８５年１２月に「大阪人権歴史資

料館」として開館しました。その後、多くの入館者

を迎えてきましたが、新たな課題への対応や人権に

関する総合博物館として、一層の機能充実をはかる

ため、１９９５年１２月に「大阪人権博物館」と改称し、

施設・展示内容を拡充してリニューアルオープンし

ました。

その後、社会状況は時々刻々と変化し、複雑さを

増しているのに伴い、差別・人権問題も多様になっ

てきています。この変化とスピードに対応し、現代

的な課題に照準を合わせるため、常設展示を一新し、

２００５年１２月に二回目のリニューアルをいたしました。

ここでは、新しくなった総合展示（第３次常設展

示）の概要について紹介します。

総合展示の統一テーマは、『私が向きあう日本社

会の差別と人権』です。私たちが生活している日本

社会には、様々な差別や人権に関わる問題が存在し

ています。これらの問題は社会のあり方と深く関係

し、生きていく上で誰もが直面せざるを得ない課題

です。展示を通して、私たちが自分自身を見つめ、

日本社会の差別と人権に向きあっていけるようにと

の思いが込められています。

（１）展示の基本的な考え方

①展示の役割

２１世紀を「人権の世紀」にするために、グロー

バル時代の人権に関する国内外の潮流を先取りす

るとともに、日本における人権に関する総合博物

館として、差別・人権に関する諸問題を国内外に

発信することをも目指しています。

また、生涯学習時代に対応して、博物館の教育

的機能を全面的に活かした人権教育を推進してい

きます。

②展示の方向性

人権という観点から、差別を生みだす社会構造

と、被差別者の主体的な取組を中心に据えていま

す。また、今日的な差別・人権状況を明確にする

ため、近代から現代に焦点をあて、過去と現在を

つなぐ展示となるよう工夫しています。

さらに、大阪を中心とした地域社会の課題と人

権に関する問題を結びつけるとともに、日本を中

心としながらアジアをも視野に入れ、差別と人権

についての個別的かつ普遍的課題を発信していき

ます。

③展示の特徴

個々の差別問題の基本的・本質的内容を対象と

する半固定展示と、定期的な更新をにらんだ可変

型展示で構成されています。また、実物資料を基

本としながらも、見るだけでなく、聞く・触れ

る・感じるなど五感を通して理解できる参加・体

験型展示を取り入れ、展示への関心を触発してい
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ます。

さらに、映像展示や双方向性のあるマルチメデ

ィア展示、関係資料や証言で構成されるテーマ映

像など、資料を視覚化することで展示を有機的・

一体的に展開する工夫を施しています。

（２）総合展示の内容

総合展示は、コーナー１「人権の現在」、コーナ

ー２「私の価値観と差別」、コーナー３「差別を受

けている人の主張と活動」、コーナー４「私にとっ

ての差別と人権」により構成されています。

①コーナー１「人権の現在」

人権がそれを認められなかった人々の闘いによ

って具体的な権利として獲得されてきたものであ

ることを示しています。また、現代社会特有の

「働く権利」や「学ぶ権利」を取り上げて、人権

が私たちの生活にどのような役割を果たしている

のかを音声と映像によって展示しています。

②コーナー２「私の価値観と差別」

私たちが抱いている価値観は、生きていく上での

拠り所ではありますが、時に差別としても表れま

す。現代に生きる私たちの価値観が、どのように生

きる力となり、逆にどのように差別と関係している

のかを探るために、１０の視点を提示しています。

③コーナー３「差別を受けている人の主張と活動」

差別を受けている人は、多様な主張をもちなが

ら生活しています。ここでは、差別を受けている

人が担ってきた運動や産業、培ってきた文化を取

り上げています。現代社会には多様な問題がある

ため、以前より多い１２のテーマを設けて、各テー

マごとに学べるようになっています。

④コーナー４「私にとっての差別と人権」

差別と人権問題に関わるのは、差別を受けて

いる人だけではありません。全ての人が教育や

労働、生活の場などで関わっています。そんな

人たちがどのように差別と人権問題に向きあっ

てきたのかを語っていただいた映像を見ること

ができます。

様々な人権問題が社会問題になっている今日、大

阪人権博物館の果たす役割はますます大きくなって

います。今後も人権に関する総合博物館として、人

権啓発や人権学習の場として幅広い年代の方々に活

用されることを目指してまいりますので、みなさん

のご支援・ご協力をお願いいたします。
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